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白鳳小での
忘れられないシーン

　JIA愛知地域会青年委員会が子ども
たちを対象とするワークショップをは
じめて開催したのは2006年2月13日で
す。尾張旭市立白鳳小学校の6年生84名
を相手に、「割り箸に乗ってみよう！」と
いう体験型の建築教室を3～4時限目に
開催しました。委員会メンバーのみなさ
んに私どもの研究室の学生が加わって、
総勢24名が小学生の輪の中に入りまし
た。グループごとに割り箸108本を輪ゴ
ムでつないで、構造合板を支える脚をつ
くり、何人乗れるかを競いあうプログラ
ムです。参加者同士のゲームを通じて、
楽しみながら「建築の構造と形」への興
味関心を引き出そうとするものでした。
　青年委員会ではじめて取り組む建築
教室ということもあり、本番まで何度も
議論を重ね、実験も繰り返しました。そ
の甲斐あって、子どもたちの反応は予想
以上のものでした。開始時には、青年委
員会のメンバーは明らかに緊張してい
ました。しかし、終了間際には子どもた

ちと一緒になって笑いの渦の中にいま
した。子どもたちが建築ワークショップ
に主体的に参加することができたかど
うかは、その盛り上がりの様子を見れば
すぐわかりました。
　それまでにも、別の機会の建築ワーク
ショップで、子どもたちがよろこぶ姿を
何度も目にしてきましたが、そのとき最
も印象的だったシーンはワークショッ
プではなく、その後不意に訪れました。
用意したプログラムを無事終了し、安堵
感に浸る中、校長先生のご配慮で給食を
いただいたときのことです。日頃は地域
で建築家として仕事に取り組むJIAメ
ンバーが、すっかり少年時代に戻って、
給食を頬張っている姿が強烈に目に焼
き付いたのです。
　ものをつくることが大好きだったあ
のころ。あの時代があっての現在。先ほ
どまでの子どもたちの嬉々とした姿に、
建築家たちは自らの子ども時代を重ね
たに違いありません。建築の面白さ、重
要性を知るものこそが、責任を持って次
世代の教育にかかわることができると
実感した瞬間でした。

構築環境教育
「建築と子供たち」

　欧米においては建築家自身が、子ども
たちに建築を学ぶ機会をつくることが
任務として認識されています。建築家
は、豊かな都市環境を構築するために自
己能力を向上させるのみでなく、市民、
とりわけ次世代を担う子どもたちに構
築環境（Built… Environment）の意味、重
要性について伝える努力をしなければ
なりません。優れた建築家は、優れた環
境をつくり上げることができるという
だけでなく、優れた環境を見分けること
の重要性を市民に伝えることができま
す。
　さて、小中学校向けの建造環境教育で
あるBuilt…Environment…Educationプロ
グラム「建築と子供たち：Architecture…
and…Children」は、1990年、稲葉武司氏に
より日本に幅広く紹介されました。
「Architecture…and…Children」は、ニュー
メキシコ大学の教育学者であるアン・
テーラー教授が提唱されたものです。生
活の身近にある建築や都市を通じて子
どもたちの創造性、問題解決力を豊かに
する体験的カリキュラムのことです。決
して建築家の早期教育ではありません。
日本建築学会は、アメリカからテーラー
教授を招き「建築と子供たち」の展覧会
とシンポジウムを各地で行いました。建
築という専門的な領域を、子どもをはじ
め幅広く市民全般に伝え、建築文化の理
解と啓蒙を目的としていました。
　一方、建築学会とは別に建築家団体の

白鳳小学校での第１回ワークショップ
（2006年2月）

ワークショップ後に給食を食べるJIA青年委員会メンバー
（2006年2月）
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国際連合であるUIAは、1999年の北京
大会において「UIA建築と子供たちワー
クプログラム：UIA…Architecture… and…
Children…Work…Program」のスタートを
決定しました。世界中の建築家が子ども
たちの建築・都市教育を支援すること
を目的としたプログラムです。これを受
けて…2011年開催のUIA東京大会では、
子どもを対象にした優れた建築教育活
動を「UIA…Golden…Cubes…Awards」とし
て表彰することを公式行事としました。
私も、実行委員長である稲葉氏よりお誘
いを受け委員会のメンバーに入れてい
ただきました。元岡展久先生（お茶の水
女子大）、長澤夏子先生（早稲田大学）の
お二人のご尽力で、1回目はパーフェク
トな運営がなされました。

JIAゴールデンキューブ賞
2013/2014実行委員会の業績

　JIA東海支部は、2013年にゴールデン
キューブ賞2013/1014実行委員会を立ち
上げました。東京大会に引き続き、2014
年の南アフリカ・ダーバン大会に向け
た2回目のゴールデンキューブ賞の国内
審査の任務を遂行するものです。JIA全
体の委員会活動の見直し再編の時期で

もあり、本部ではなく、東海支部で引き
受けることになったものです。国際的に
も重要である任務の一部を引き受ける
ということもあり、このことに精通した
外部メンバーの支援を受けながらの運
営となりました。
　その甲斐あって、日本からの推薦作品
である「建築と子供たちネットワーク・
仙台」による「子供たちが応援する歴史
的建造物の震災復興」がダーバン大会で
組織部門優勝の栄誉に輝きました。日本
の活動が世界で評価されることで、その
レベルが証明されましたし、何よりも自
信につながりました。仙台のみなさん
は、日本における「建築と子供たち」活動
の先駆者でもあり、当然の結果であった
とも言えます。その後、委員会は全応募
作品を掲載した作品集を作成しました。
2014年には、名古屋都市センターで「こ
どもの建築活動発表交流会」を開催し、
全国での実践活動者による情報交換と
交流を大いに促しました。

子どもの建築学校委員会

　ゴールデンキューブ賞にかかわる作
品募集と審査の任務が終了し、JIAゴー
ルデンキューブ賞2013/2014実行委員会

は解散しました。引き続き、新しいメン
バーに加わっていただき、「子どもの建
築学校委員会」を立ち上げ本来の子ども
と建築活動の実行と、同種の活動を展開
する各種団体との連携を図ることにし
ました。「子どもの建築学校」としたの
は、2つのルーツをもつ「建築と子供た
ち」と差別化をしたかったことと、活動
内容が直感的に理解できるネーミング
にしたかったという理由です。まずは、
来る9月に金沢で開催されるJIA大会に
おいて、全国レベルでの情報交換の場づ
くりに臨みたいと思います。
　そして、建築家として、ものの見方や
考え方、生活と建築の関係などを子ども
たちにわかりやすく伝えると同時に、屈
託のない子どもの感性から学びの触発
を得たいと考えています。どうか、気軽
にご参画ください。

鈴木賢一｜
名古屋市立大学大学院芸術工学
研究科・
子どもの建築学校委員会委員長

ARCHITECTURE AND CHILGRENの
教師用ガイドブック

ゴールデンキューブ賞2013/2014作品集

上｜こどもの建築学習発表交流会でのワークショップ
（2014年11月）
下｜こどもの建築学習発表交流会の記念写真（2014年11月）
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　今年で第22回となるJIA東海学生卒業設計コンクールの公開審
査が、5月30日（土）、金山の名古屋都市センターで開催されました。
審査員長に法政大学の赤松佳珠子先生を迎え、一次審査選出10作
品を、6人の審査員で公開審査しました。
　まず、各10分（プレゼン4分＋質疑6分の配分）で、プレゼン・質疑
を行いました。休憩後、公開審査に入りました。1回目は、各審査員
がよいと思う作品を5作品選出し、2回目は、集計が1点のみの作品
を除いた7作品から、各審査員が3作品を選出しました。そして、1回
目の集計と2回目の集計の合計で、高得点の3作品から金賞1作品、
銀賞2作品が選出されました。そして、残りの作品から3作品が佳作
候補作品として選出されました。下記に各賞入選結果を記します。
また、上位の6作品が、6月の下旬に開催される全国卒業設計コン
クールに推薦されます。
　審査後、赤松先生の記念講演会が開催されました。大変多くの聴
衆者の中、「いきいきとした場所のつくり方～最新作より～」とい
うテーマで、先生の事務所での近作の作品や、計画中の作品の紹介
などをしていただき、大変盛りだくさんの内容でした。
　なお、選出された作品の講評、及び記念講演会の詳しい内容は、8
月号で紹介させていただきます。

吉川法人｜東海学生卒業設計コンクール特別委員長・
　　　　  　吉川法人＋都市建築デザイン室

上｜会場の様子　中｜審査の様子（審査委員の方々）　下｜赤松審査委員長と入選者

第 22回 JIA東海学生卒業設計コンクール 2015　公開審査結果

金賞　「ふるまいの共生－花祭りの伝承風景を紡ぐ－」
　　　杉岡　敬幸（名古屋工業大学工学部建築・デザイン工学科）

銀賞　「余韻ある風景」
　　　藤田　恭輔（名城大学理工学部建築学科）

銀賞　「まちの学び舎－埋もれた外堀の再認識」
　　　下釜　健吾（名城大学理工学部建築学科）

佳作　「賑わいを運ぶ船」
　　　栗田　真佑（名古屋市立大学芸術工学部建築都市デザイン学科）

佳作　「町に寄生する工場」
　　　榊原　崇文（名古屋工業大学工学部建築・デザイン工学科）

佳作　「入鹿産想-はじまりの住処」
　　　朝比奈　沙江（椙山女学園大学生活科学部生活環境デザイン学科）

入選　「ガソリンスタンド2.0」
　　　杉山　慎治（大同大学工学部建築学科）

入選　「景承されし浜の景感」
　　　中澤　真平（名古屋工業大学工学部建築・デザイン工学科）

入選　「絶望が身体に馴染む」
　　　小林　洸至（名古屋工業大学工学部建築・デザイン工学科）

入選　「都市の水屋へ：都市防災公園と共生する線形都市」
　　　徳森　寛希（名城大学理工学部建築学科）

速報！
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　昨年の秋より支部大会に向けて準備を進めてきました。開催場所
は、名古屋で行うことにします。
　戦後、経済発展を続けてきた名古屋やその他の都市は、産業構造
の変化や人口減少（名古屋は微増）もあって、下り坂の変化を強いら
れています。さらにエネルギーの変換点や新しい技術の発達によ
り、私たちの生活を支えてきたインフラや大きなスケールの建造物
が50年から60年で不要になってゆきます。
　成長しない時代を迎えた都市は、減少や統合、縮小といった今ま
でとは逆向きの変化に直面します。「JIA東海支部大会2015」のテー
マは「都市の多生（たしょう）」。多生とは、「何度も生まれ変わるこ
と」「何でも生かすこと」という意味です。
　都市の表層は時代を反映しながら生まれ変わります。しかし、都
市の骨格は100年ぐらいの間に役割を終えて生まれ変わる必要性が
見えてきました。大会では名古屋を上からと下から眺めながら、都
市の生まれ変わり方を考えようと思います。

C下から眺める名古屋ツアー

　ツアーは、名古屋港から屋形船に乗って中川運河を往復、再び名
古屋港から堀川を上り名古屋城へ向かいます。80年ほど前につくら
れた中川運河は、そのころ工業都市を目指していた、名古屋におい
て重要な物流手段として建設されました。運河の利用状況は陸上輸
送の発達から昭和39年をピークに減少、現在の利用状況はピーク時
の2％程度です。その生い立ちから運河沿いは倉庫などが目立ち、水
辺に開かれた空間とは言いがたい環境です。
　また、堀川はさらに古く、名古屋城を築城するために徳川家康に
よって水路として掘削されました。さらに、堀川から上陸し、名古屋
城のお堀の石垣改修現場を見学します。400年前の土木技術や近代
の産業インフラから名古屋のまちの未来を考えるツアーです。

C名古屋を上から眺める

　支部大会の会場は名古屋テレビ塔です。築60年、「テレビ塔」の愛
称で呼ばれ、名古屋のシンボルです。テレビ塔は地デジ化に伴い、電
波塔の役目を終え、次の役割を考えるときがきています。これらの
場所はそれぞれ、都市の機能になくてはならないモノでした。都市
における新陳代謝は、住宅レベルから大きな土木レベルまでさまざ
まに生まれ変わる中で、建築家の役割はさらに重要と考えます。
　大会では建築家内藤廣さんにお越しいただき、都市の未来を語って
いただき、シンポジウムでは、内藤廣さんと涌井史郎さん（岐阜県立森
林文化アカデミー学長）による都市の生まれ変わりを議論していただ
きます。この機会に、日本のまちが将来どうなるのか考えてみましょう。

「JIA東海支部大会2015」に向けて

JIA東海支部大会2015　大会プログラム

日程｜11月13日（金）～14日（土）

メイン会場｜名古屋テレビ塔4F「ザ・パークバンケット」

1日目―11月13日（金）　

■名古屋下からツアー

時間｜10：30〜15：30

会場｜中川運河・堀川/名古屋城

参加予定｜40名（JIA会員・ジュニア会員）

■基調講演

テーマ「時間から考える都市計画」・内藤廣 氏

時間｜16：00〜17：00

会場｜名古屋テレビ塔４F　ザ・パークバンケット

参加予定｜100名（JIA会員・一般・学生など）

■シンポジウム

内藤廣氏（建築家）+涌井史郎氏（造園家・岐阜県立森林文化アカ

デミー学長）＋秀島栄三氏（名古屋工業大学教授）（調整中）

時間｜17：00〜19：00

会場｜名古屋テレビ塔4F　ザ・パークバンケット

参加予定｜100名（JIA会員・一般・学生）

■レセプション

時間｜19：30〜21：30

会場｜名古屋テレビ塔4F　ザ・パークバンケット

参加予定｜100名

2日目―11月14日（土）

■長者町「ゑびす祭り」JIAイベントブース

ダンボール迷路・ダンボールカード

時間｜午前

■JIA東海支部設計競技

時間｜2次審査　12：30〜17：00

ゲスト審査委員｜西沢大良

審査委員長｜南川祐輝　

審査委員｜吉村真基、山田浩史、松浦健治郎、八木紀和

支部大会実行委員長　浅井裕雄
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　去る 2月の中ごろに静岡県の危機管理
課より電話があり、日本建築家協会の災
害に対する取り組みや活動について会議
の後に講演してくださいとの依頼があり
ました。静岡県では弁護士、司法書士、
建築士などの 11 団体で東海地震対策士
業連絡会を結成し 15 年を経ていますが
目立った活動はせず継続してきました。
　昨年、その会合の中で静岡県の防災監
と話す機会があり、日本建築家協会の災
害支援活動を話したところ担当者を紹介
され、後日資料持参でうかがいました。
話し合いの中で県は市町村からの相談に
応じる立場で、実務に関しては行政庁が
行う行為で、直接話して下さいとの見解
で終わりました。
　その後返事はなく雑用に忙殺され忘れ
かけていましたが、今思うに担当者は静
岡県内 35 市町が集まる機会を模索して
いて、それが年度末の今回の講演話につ
ながりました。主題は別要件でしたが終
わりの 30 分に話す機会を得て、過去の
新潟中越地震の長岡市への行政支援か
ら、東日本大震災の千人にのぼる会員の
ボランティア派遣、最近の長野県神城断
層地震による白馬村などへの支援活動を
話しました（※写真 1）。
　会議の終了後担当者にお礼を申し上げ、
静岡地域会の現状を述べ、なぜ日本建築

家協会に機会を与えていただいたかを問
うと簡単で明瞭な答えが返ってきました。
「貴団体は全国に支部を持ちネットワ−ク
を活用して東日本大震災に対応されてい
る。」「建築士会など他団体の活動も知っ
ているが、震災が起きたときはそういっ
た団体を含め県民すべてが被災者となる。
他県に応援を求めるとき、各支部・地域
会ごとに強い横のつながりを持つ貴団体
を市町村に紹介するのは当然です。積極
的に各行政庁と取り組んでいただきた
い。」と励ましの言葉をいただきました。
　日ごろ他団体の会合で会員数や規模に
おいて私自身引け目を感じてきましたが、
社会に目を転じれば日本建築家協会の目
指す社会貢献活動は正しく、むしろ他団
体に対する「強み」であることが認識され
重圧がとけた思いに至りました（社会的な
評価は会員数や組織の大小ではない）。
　今後は行政庁と話を進め、平時の取り
組み、連携から日本建築家協会との災害
支援協定を結ぶ活動につなげたいと思い
ます。幸いにも本年より東海支部に災害
対策委員会ができ、各地域会の方々と協
議し情報の共有化を行いたく思います。

❖
　さて、東日本大震災の被災地では復興
が進み東北支部の会員の奮闘が続いてい
ます。高台移転に関しても基盤整備が終

わり、早いところは復興住宅の建設の段
階に至っていますが（※写真 2）、新た
にまちづくりの問題点が浮かび上がり、
公共と公平について考えさせられる小さ
な写真の公園に出会いました（※写真
3）。この公園は誰が利用するのか入りに
くそう？所有者すなわち行政が管理しや
すい公園の典型的な例かと思います。
　地元が利用しやすいことは他地域から
見れば利用が妨げられ公平ではない理屈
となり、誰からも歓迎されないものがで
きてしまう、建築家として考えなくては。
個々の物件の設計だけでなく地域の公共
空間への関心を持ち、役所任せにせず公
共のあり方を論議する訓練を重ね、建築
家が役人や市民を説得する理論を備える
ことが今後必要になると思います。
　一方で被災地の将来の見通しを聞く場
がありましたが、進行中の復興住宅では
高齢者の入居率が高く数年で空き家とな
ることが予測され、完成とともに住宅の
改造ができる設計の柔軟性が要求されま
す。地域を持続させるためには若者や被
災者以外が入れる入居条件の緩和の問題
や、災害により地域の高齢化の進行が早
くなり、住宅の問題だけでなく医療や福
祉をいかに取り込むかが現実の課題と
なっているところでは将来の見通しなど
複雑で語り切れません。被災地にかかわ
らず社会共通の問題です。
　しかし直接設計に携わり行政の担当
者、被災者、社会の要求に応じている建
築家の話を聞き、最先端の場で今何が起
き何を考えたかそのプロセスを知ること
は、わが地に災害が起きたときの写し絵
となり、これからも私なりの定点観察と
ともに注視していきたいと思います。

日本建築家協会の「ストロングポイント」

静建企画設計一級建築士事務所　杉山貞利

東北からのメッセージ

写真 3：小公園の写真写真 1：静岡県危機管理課での講演の様子（2015 年 2 月26 日） 写真 2：完成した復興住宅
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　2013年11月号から始まった「東海の減
災を考える－名古屋大学減災連携研究セ
ンターからの提言12回シリーズ」も最終
回を迎えた。今回は、建築設備とも関連す
る“埋設配管”を話題に取り上げる。

2014年長野県北部の地震で
出現した地表地震断層
　
　平成26年11月22日に長野県白馬村東部
を震源とする「2014年長野県北部の地震」
（M6.7、最大震度6弱）が発生した。この地
震は、糸魚川－静岡構造線の北部に存在
する神城断層の一部と北側延伸部で発生
したと考えられている。また、本地震で
は、断層による変位が地表に出現する「地
表地震断層」が確認された。写真1は、白馬
村塩島地区に出現した左横ずれ逆断層タ
イプの地表地震断層である。地表地震断
層の変位量は、道路部で垂直方向約0.9m、
左横ずれ方向約0.3mであった。

地表地震断層変位を受けたが
健全であった水道ポリエチレン管
　
　同地区（白馬村塩島地区）では、地表地
震断層と交差して水道ポリエチレン管
（PE管、呼び径75A）が埋設されていた。写

真2は、平成27年5月8 ～9日に行われた当
該地点の掘削調査時に撮影した写真であ
る。水道ポリエチレン管は、座屈・樹脂白
化現象などは確認されておらず、縦断方向
の配管のたわみ性や樹脂の応力緩和性で
地表地震断層変位を吸収している。地表地
震断層は、既往地震でも報告されている
が、地表地震断層を横過する埋設配管を掘
削調査した事例はほかにはなく、本事例は
貴重で参照すべきであろう。

建築物導入部の
埋設配管損傷事例と対処

　建築物導入部の埋設配管は、細心の注
意を払い耐震設計を行う必要がある。写真
3は、建築設備耐震設計・施工指針（2014
年版）に収録されている建築物導入部にお
ける埋設配管の損傷事例である。建築物導
入部のうち、建築物貫通部は配管の固定部
となる。よって、建築物周辺の地盤が沈下
すると、埋設配管も追随して沈下するた
め、建築物導入部には大きな変形・ひずみ
が発生する。そのため、建築設備耐震設計・
施工指針では、地盤の変状により、建築物
と周辺地盤との間に変位が生ずる恐れの
ある場合には、建築物導入部の配管などに
変位吸収が可能な適切な措置を施すこと

が規定されている。

建築物導入部の埋設配管耐震設計
から“東海の減災を考える”
　
　図1は、建築物導入部埋設配管におい
て、地盤沈下が発生した場合の埋設配管
挙動解析例である。両配管系共に、使用し
た配管材料（種類・個数・寸法・材質）は
同じであるが、解析例から明らかである
ように、最大ひずみが発生する箇所が異
なる。

　このように、埋設配管の場合、配管材料
の組合せや寸法・管剛性によって、変形性
能（ここでは、地盤沈下によって生じる配
管内相対変位を吸収する能力）が大きく
異なることを知っておくと良い。埋設配
管をはじめとする地中構造物の場合、更
新や補強することが、時間と費用の関係
から困難な場合が多い。よって、新設時
に、地盤沈下などにより相対変位の発生
が懸念される場合は、変形が生じても構
わない部位で分散負担させる設計を行っ
ておくことが有効である。
　これまで述べてきた事項も含め、常日
頃から地震防災を意識して建築物の設計
に取り組むことが、“東海の減災を考え
る”上で重要である。

埋設配管の変形特性の理解と
建築物導入部

名古屋大学減災連携研究センター　寄附研究部門教授　北野哲司

東海の減災を考える—名古屋大学減災連携研究センターからの提言〈12回シリーズ⑫〉

写真 2：地表地震断層を横過するポリエチレン管の掘削調査
写真 3：建築物導入部の配管破損事例

　　　　（建築設計耐震設計・施工指針に加筆）
写真 1：白馬村塩島地区に出現した地表地震断層
　　　 （日本地震工学会調査団報告書に加筆）

図 1：建築物導入部埋設配管の地盤沈下時挙動解析例
　　 （変形前配管：スケルトン表示）
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　5月 29 日、愛知県産業労働センター「ウインクあいち」
にて「世界劇場会議名古屋フォーラム 2015」が開催された
（主催：NPO 法人世界劇場会議名古屋）。全体としては、
Session-1「劇場の天井は大丈夫か？」と Session-2「劇場で
働きたい！」の 2部構成であったが、ここでは Session-1
の内容についてレポートしたい。
　テーマである「劇場の天井は大丈夫か？」であるが、い
わゆる「特定天井（※1）」がテーマとあって、会場はほぼ
満席であった。この特定天井だが、国交省告示 771 号「特
定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める
件」が 2014 年 4 月に施行され、本年度からは建築物の定
期調査報告においても、特定天井が調査項目に新たに加わ
るなど、劇場をはじめ多くの施設が対応を迫られている。
とくに、既存の特定天井（そのほとんどが「既存不適格」
となる）の安全性をどう確保していくのかといった課題に
ついては、事例も少なく多くの設計者が手探りの状況では
ないだろうか。
　はじめに、進行役の静岡文化芸術大学の松本茂章氏より
会の趣旨説明があった。東日本大震災で被災した劇場の視
察経験等から、多くの劇場が避難所として使われていたが、
ホールの天井は被災して使えず、ホワイエのみが避難所と
なっていたといった話があった。
　つぎに、１人目の講演者、日本大学の本杉省三氏である。
本杉氏からは、劇場・ホールの天井問題の背景についてわ
かりやすく整理された話が聞けた。それによると、多くの
施設が 1970 年代に建設され老朽化していること、大地震

に対する備えがされていない施設が多くあること、自治体
の収入減により維持管理に潤沢な予算がないことといった
課題があるという。また、震災後の全国の劇場の被害調査
についても報告があり、建物躯体や舞台設備、建築設備な
ど、天井に限らずさまざまな箇所の被害があったという。
そのような背景の中、単にホールの天井をどうするかとい
う問題ではなく、施設の活動全体を考えるきっかけとして
いくことが大切であるという話が印象に残った。
　つぎに、2人目の講演者、鹿島建設の野島秀仁氏である。
野島氏からは、「既存コンサートホールの居ながら天井耐
震改修」と題して、サントリーホール大ホールの耐震改修
について事例報告がされた。
　改修するうえで前提条件となったのが、開館しながら工
事を行うこと（1～ 2 年先まで予定が決まっており、閉館
すると利用客が減ってしまう）、音響性能に影響ないこと
（音響的にも名ホールといわれており、仮に良くなったと
しても評判に影響する）、安全に工事を行うこと（溶接な
どは使えない）といったことであり、さらに、設計の途中
で 771 号告示の技術基準適合がもとめられ、特殊計算ルー
トにより大臣認定を取得したという（既存天井では第 1号
であり、この 1年ではこの 1件のみ）。
　天井補強の概要であるが、既存の天井面より 1.5m くら
いの高さのところへ鉄骨でぶどう棚をつくり、そこから耐
震ブレースを設置するというものである。工事にあたって
は、すべて夜間工事であること、既存点検口からの人力搬
入のため部材を最大 2.4m とすること、ビス 1本でも天井
内に忘れた場合は音響に影響するためすべての搬入部材数
量をチェックしたことなど、聞けば聞くほど大変な工事で
あることがうかがえた（※2）。

「世界劇場会議名古屋フォーラム2015」参加レポート
テーマ「劇場の天井は大丈夫か？」

会 員 の ス テ ー ジ

石橋 剛｜石橋修建築設計室

本杉省三氏

※1	 特定天井とは（大まかには）、天井高さが6m超、水平投影面積が
200㎡超、単位面積質量が2kg/㎡超の、人が日常利用する場所に
ある吊天井のこと。

※2	 サントリーホールの天井改修については『建築技術』2015年6月
号の野島秀仁「既存コンサートホールの居ながら天井耐震改修」
（P.138）に詳しい。野島秀仁氏
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データ発掘（お気に入りの歴史的環境調査）

名古屋商工会議所ビルディング

圓福寺観音堂

データ発掘（お気に入りの歴史的環境調査）

的な活用策を探ることが、専門家としてのわれわ
れに求められていると思います。

には多くの人が訪れ、行列ができるほどにぎわって
いる。長く春日井市熊野町にある密蔵院（多宝塔
は重要文化財）の末寺であったが、現在は天台宗
別格本山で、比叡山延暦寺末寺となっている。

■発掘者コメント　
　旧愛知県美術館や丸栄百貨店など、モダニズ
ム建築の新鮮な美しさに感化された自分が建築
学科に進み、初学生対象の建築学序論の講義
で柳澤忠先生から渡された「見ておくべき建築リ
スト」の中にこの建物がありました。近くの圓堂政
嘉の山口銀行も良かったですが、このビルの端正
な外壁の姿が印象的でした。その頃は外観とエン
トランスのみの見学でしたが、統一されたモデュー
ルで構築された外壁のPCパネル（ショックベトン：ベ
イジュの花崗岩、小叩き仕上げ）、大理石貼りの
エントランス前庭、F.L.ライトを彷彿するホールの
天井照明が印象的でした。
　1990年代に入りBCS建築賞のその後を取材
する機会があり、建築主が建物の維持管理に努

■発掘者コメント　
　圓福寺は、春日井市高蔵寺ニュータウンの藤
山台西端部にある。神仏混交の明治初めまで
は、山の斜面に圓福寺と上の白山神社が一つの
ものとして祀られていた。1964年ニュータウンの
造成工事が始まり、周辺は区画整理が進んで様
相が一変してしまったが、圓福寺と白山神社の敷
地だけは手つかずで残された。そのため2万平
方メートルの敷地は、ニュータウンにあって貴重
な、緑豊かな小山として残ることになった。
　養老7（732）年開創と伝えられる古刹で、1270
年あまりの歴史を持ち鎌倉、室町時代には七堂
伽藍、麓には十二坊を構えたといわれる。観音堂
に端を発し、それに付属した寺院として成立した

めている姿勢に感銘を受け、価値を再認識しまし
た。今回も寄稿を機会に再訪したところ、
BELCA発行の『オフィスビルの戦略的な改修企
画』の書籍に、「メンテナンスを重視した設計がな
されている長寿命ビル」として掲載されていること
を知りました。熱源、空調・給排水衛生設備、OA
化対応、内外装の手入れなどを継続されていま
す。材料も現在では入手できない味わいのあるも
のばかりです。建物の管理やテナント募集を担う
若き担当者からは、バランスの良い構造計画で現
在の耐震基準を満たし、白川公園の緑濃い景観
が楽しめるビルとして、誇りに思っていることを聞
かされました。
　この時代のビルが次 と々喪われている現在、単
なる建築保存で懐かしさを偲ぶだけでなく、継続

ものと思われる。天正年間（1573～ 1592）の火災
により多くが焼失したらしい。
　観音堂は、山の上部、白山神社の下にある。
明暦3（1657）年の棟札銘がある。寺の記録によ
れば、長年の間にたびたび修理、改造が行われ
てきたが、直近では昭和55（1980）年に修復工
事が完了した。構造は単層1間向拝付、桁行3
間、梁間4間、銅版葺き（修理前は桟瓦葺き）、
寄棟造りで、優美な姿を見せている。春日井市に
ある近世初頭寺院建築の代表とされる。
　ニュータウンができるまでは『尾張名所図会』［明
治13（1880）年発行］の木版の挿絵に見えるそれ
とあまり変わらぬ姿をとどめていたと『圓福寺遺芳』
に記されている。現在、白山神社は正月の初詣で

●
名古屋市科学館白川公園

名古屋商工会議所

伏見錦通

広小路通

伏
見
通

南側正面

山門

側面詳細

観音堂

エントランスロビー

『尾張名所図会』 南西からの全景（図会と同じ方向より）

山上　薫｜山上建築設計

所在地：春日井市白山町9-1-10
構　造：木造平屋
建設年：明暦3（1657）年
指　定：春日井市指定文化財
　　　　昭和51（1976）年3月19日
参考資料：『春日井市史』発行-春日井市、昭和38（1963）

年11月発行
『圓福寺遺芳』監修者-小島廣次、長　

正統・編者-太田正弘、昭和59年3月
発行

所　在　地：名古屋市中区栄2-10-19　
建　設　年：昭和42（1967）年　
大規模改修年：平成8（1996）年　
敷 地 面 積：2,804㎡　
建 築 面 積：2,192㎡　
延 床 面 積：25,565㎡　
構造・規模：SRC造、地下2階、地上11階、塔屋3階、
軒高41ｍ、最高高さ53ｍ　
設　計　者：日建設計工務（現:日建設計）　
施　工　者：大林組、竹中工務店　
参 考 資 料：建築業協会編、谷口元（分担執筆）『BCS
建築賞受賞作品ガイドブック』新
建築社、pp.74,1993/建築･設備
維持保全推進協会編『オフィスビ
ルの戦略的な改修企画』pp.136-
139,2008

谷口　元

155

199

199

圓福寺

西藤山台小
●

新池
公園

白山公園

高蔵寺

●岩成台中
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理  事  会  レ  ポ  ー  ト

　第5回理事懇談会が4月17日13時30分より、会長以下、理事20名
（3名欠席）、監事1名（1名欠席）、事務局3名、オブザーバーとして次
年度理事候補者4名が出席し、WEB方式会議で開催された。

【議題】

1．建築家資格制度について（会員規程改正案など）
・	大澤委員長による検討課題と方針（案）の説明
	 この理事懇談会で了承されれば、次回理事会に諮り総会議案と
したい。

　公益社団法人法上、義務化には定款改正が必要であり、今回は
努力義務に留め会員規程第3条に5項を付加し、「正会員は別に
定める建築家資格制度規則によって、建築家認定評議会による
登録建築家資格の認定を受け、建築家登録認定機関に登録する
ものとする。」を付け加える。努力義務であることから、会費と
して更新手数料を徴収することはできないため、現行のままと
する。但し自主申請をやめ機械化を図ることで事務局の手間を
省き、更新料を3,000円／年とするなどの説明があり、協議に移
る。

・	この案では現状と大きな差はなく、意識が変わらない骨抜きの
内容では？

→	会員規程に記載することは、かなりの影響力があると考える。
・	入会手続き上、TK登録が先でその上で正会員になることが本
来であるが、認定が年2回では逆になることもある。

・	 TKの存在意義を明確にしたい。正会員の資格要件を公益法人
としてきちんとし、UIA基準に合致するようにすれば、それで
よいのでは？

→	公益を担保することは正会員資格でよいが、国家資格へ向けて
の運動をやめてしまうわけにはいかない。

・	 TKの会員が減少傾向にある中、TKの魅力をアピールし促進
キャンペーンを行ってほしい。

・	「JIAアーキテクト」の呼称は「JIA建築家」としてはどうか？
・	落伍者を出さないためにもTK登録料（15,000円）、更新料（3,000
円/年）を今回に限り無料にしてはどうか？

→	機械化に費用がかかるので無料とはいかないが検討したい。
（本会で機械化の費用を出すべきとの意見あり）
・	 TK登録を努力義務とする中で、「将来は・・・義務化も」とい
う曖昧な表現でなく、義務化すると明言しては？

・	なぜ今回定款改正まで持ち込めないのか？
→	実施猶予期間2年の中で定款改正をする予定。
2．小規模建築設計・監理業務委託契約書について（JIA小規模契

約書）（森副会長）
・	天野民間（旧四会）連合協定工事請負契約約款委員会委員から、
四会連合とJIAの小規模約款の比較対照の説明がある。

　JIAの約款は改正されていないため、各条項にわたり規定が不
十分な部分がある。

　日事連のHPで閲覧できるし、ダウンロードも可能。但し委託書
及び約款はDL不可。各団体で販売した売り上げの一部が各団
体へ入る。建築士会の約款は廃止の方向。

・	同じような契約約款があっても紛らわしいので、JIA小規模約
款も廃止の方向で検討する。　

3．「JIA建築家大会2016」開催について

・	上浪関東甲信越支部長より報告があり、支部大会を初めて開催
するに当たり全国大会を兼ねることは、とても難しいとの判断
に至った。そこで近畿支部に打診しお願いをした。

・	近畿支部松本支部長より、支部役員会に諮り了承を得たので、
京都・大阪・神戸を対象として考えている。今はメイン会場を
探している段階であるとのこと。

4．業務進捗状況、報告

・	「JIA建築家大会2015金沢」について
	 近江北陸支部長より日程案の報告あり。
・	委員会規程改正版（理事会承認済）報告
	 上浪総務委員長より既承認済の委員会規程の報告あり。第15条
（委員の定数）を定める。
・	規程類についての報告
　資料1-2の条文について表現を現行条文の太字にならうとのこ
と。

「福岡市都市景観賞」などについて
・	角銅九州支部長より福岡市都市景観賞についての報告あり。
	 東京建築設計厚生年金基金後継制度について報告
・	筒井専務理事より報告あり。
5．その他

・	次年度理事候補者にオブザーバー出席しての感想と意見をい
ただく。

・	松本近畿支部長より、今度の総会にて大阪地域会の発足を承認
する予定であり、今後大阪地域部会は部会として活動を行うと
の報告。

「正会員を登録建築家に！」会員規程改正へ
本部理事・東海支部長　石田　壽
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理  事  会  レ  ポ  ー  ト

　第226回理事会は2015年5月12日（火）13時30分～16時30分まで建
築家会館1階大ホールで行われた。出席者は会長以下、理事20名、監
事2名、事務局3名、欠席理事4名。

【審議事項】
1.入退会承認の件
1）新規入会希望：正会員8名、準会員：専門1名、ジュニア1名、協力会
員：個人1名、法人3名　種別変更：正会員➝シニア2名　退会希望：
正会員9名、法人協力3名
以上、承認。
2）会員数4,068名（5月12日現在）
2.会員資格喪失者承認の件（事務局）
・	正会員54名、法人協力会員3社の資格喪失の処分が決定。（未納
が2年を超えた者。3月までに納入勧告するとともに、今日の理事会まで
の支払いの通告をした）

3.委員会委員委嘱承認の件（筒井専務理事）
・	総務委員、広報委員の委員委嘱を承認した。
4.全国会議議長、委員承認の件（筒井専務理事）
・	 JIA災害対策会議の議長、委員並びにJIA保存再生会議の委員を
承認した。

・	全国会議の委員は各支部の支部長推薦を受けて、議長が指名、理
事会承認となる（委員会規程14条）。議長は会長が指名し、理事会承
認。（同規程7条）。委員数は13名以下（同規程15条）。

5.会員規程改正の件（上浪総務委員会委員長理事）
・	第3条の5項の追加。正会員が登録建築家になることを会員規程上で
明文化。しかしこの条項だけでは、正会員全員が登録建築家になること
は担保されていない。最終的には定款改訂の道があるが、会員保護な
どの観点において内閣府との間で未調整であり、現段階での総会承認
は不可能。ただJIAの存在意義はあくまで「公益保護」にあり、そのため
の会員の資質向上は必須、という改正の主旨を理解することが必要。
支部・地域会を通じて会員には丁寧な説明が求められる。

6.JIA小規模建築向け建築設計・監理業務委託契約書、約款の取扱
いの件（森業務改善委員会委員長）
・	 従来のJIAの小規模向け契約書と約款の販売は停止して廃止とし、
四会連合の「建築設計・監理業務委託契約書（小規模向け）」に統一
することとした。ただ、JIAの特徴であった従来の「JIAとは」「建築家の
報酬の問題」「建築家とは何する人」などをこの統一された契約書にど
のように付随させて利用していくか、今後検討する。

【報告事項】
1.JIA建築家大会2015金沢について（近江北陸支部長）
　9/17～9/19の開催。9/19の各「フォーラム」は建築3会の共同開催と
なっており、それが金沢大会の1つの特徴でもある。大会概要とスケ
ジュール説明がなされた。
2.会費規程改正（案）についての報告（筒井専務理事）

・	中国支部：支部運営費から支部会費への変更。
・	関東甲信越：ジュニア、学生会員の会費を統一した。
これらを総会にかける。
3.活動及び業務執行状況報告（筒井専務理事）
①公共建築発注方式の多様化への対応（公共建築設計懇談会・東
京都）報告
　国交省が多様な発注方式に関するガイドライン（案）をまとめた。契約
方式別に施工単独、設計施工一括、ECI（設計段階から施工者が関
与）など7方式に分類してそれぞれの方式の概要、特徴、問題点を整理
した。ただあくまで現段階ではサンプル的なものであり、完全なものではな
い。JIAは昨年1年間、国交省官庁営繕部と建築5会とで発注方式につ
いて議論を重ね、ガイドラインの完成を待って対策など、具体的議論に進
む予定だったが、以上の理由でできていない。問題点としてはガイドライ
ンが土木的発想、施工的観点からまとめられており、建築設計の観点が
終始欠落している。JIAは今後、公共建築設計懇談会の場で引き続き
議論を深める。
②改正建築士法の普及活動等に関する報告
　6/25より改正士法の施行。名刺、ポスター、HPでの広報、住宅関連雑
誌による周知、国の外郭団体にアピールなどで普及活動を行う。全国で
講習会が実施される。
③会員増強計画案に関する報告
・	 JIAの魅力を伝えて、会員拡大に向けて活動していく。フレッシュマン
セミナーを6/12にJIA建築家クラブにおいて開催、全支部、全地域会
に開放されているので、参加してもらいたい。広島県の営繕課から六
甲山のコンペについて照会あり。

・	フェロー会員の認証票のブランドイメージが希薄。認証票としてのデ
ザイン性にも配慮したい。担当部署は未定だが、今後正副会長会議
が主導して改善へ動く。
④タイ建築展への建築五団体等共同によるブース出展
　かねてから交流を続けてきたタイ王立建築家協会（ASA）からJIA
に要請があり、バンコクで4/28～5/3で開催された「ARCHITECT　 
2015」に出展依頼があった。JIAはこの要請に応え、建築5団体（学会、
士会連合会、事務所協会連合会、日建連、JIA）の枠で、ブースによる出
展を行った。
⑤後援名義承認の報告（会長専決事項）
⑥その他
　本部の事務局は2014年のJIA決算において、本部、支部、地域会、
部会、合計で79の会計の合算作業を行っている。6/3の理事会におい
て決算報告をする予定。
4.通常総会等スケジュールについて
　6/25本部総会のタイムスケジュールと、理事（懇談）会の今後の日程
の発表。
　金沢大会での9/17理事懇談会が、取りやめとなった。

会員規程改正を含め総会議題を整理
本部理事　鳥居 久保
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　今回の役員会は、5月8日（金）開催の2015年度通常総会議案書を
確認することが主題となる役員会であったが、抱えている課題がなかな
か減らないことを痛感した役員会でもあった。支部・地域会の財政問
題は、特に地域会の事業活動を前進させるためにも、
いつもより知恵を絞らなければならない難しいところに
直面している。

日　時：2015年4月23日（金）16：00～ 18：00
場　所：昭和ビル5階　JIA東海支部会議室
出席者：支部長、理事、幹事9名、監査2名、オブザーバー9名
1．支部長挨拶
　昨日は岐阜、先週は三重の総会に行ってきました。今日は支部総会
資料があります。審議のほどお願いします。
2．報告事項

（1）本部報告
①第5回理事懇談会（4/17） （石田）※P20理事会レポート参照
②職能資格制度委員会・建築家資格制度委員会合同委員会（4/13） 
（植野）
　3/31本部建築家認定評議会で新規認定および更新の報告を受け
認定。支部認定評議会評議委員の選考については、全員承認。「JIA
正会員は全員登録建築家に」について、芦原会長より所信、内容につ
いて大澤委員長より説明。評議会は電子決済としたい旨を伝えた。
③第21回 フェローシップ委員会（4/15） （谷村）
　会員資格の停止・退会について、地域会では内容および手続きなど
を充分理解しておく。会員数4,095名。フレッシュマンセミナーは金沢大
会では行わない。地域会長会議は行う。会員促進企画ワーキングでは、
広報の方法や企画内容の提案あり。全国学生ネットワークを構築し、支
部ごとに学生部会設立の提案。六甲のコンペの件で広島県営繕課か
ら連絡。フレッシュマンセミナーは、6月に関東で、秋に関西で行う予定。
④第1回 本部広報委員会（4/21） （奥野） 
　愛知地域会のHPの会員規程を修正。メルマガは、中澤主査は会
員向けのみ、一般向けは市村氏が担当。金沢全国大会の参加登録
募集は、6月1日から。
⑤CPD評議会（4/22）（塚本）
　JIA本部にて本部CPD評議会を開催。90件のプログラムを審査。
九州から多数の申請あり。高野委員長より提案のCPD細則改定につ
いて説明を受け、意見交換。理事会承認に向け情報提供制度とのす
り合わせを行う。
（2）支部報告
①正会員退会届　「渡辺博史」（水野）、「竹下繁」（村松）
②東海支部総務委員会（4/23）（見寺）
　各地域会の出席者を2名とし開催。各地域会の財政事情の説明。
財政の立て直しと支部会費徴収の問題について意見交換。
③東海支部建築家認定評議会 評議員推薦（久保田）
　議長候補者として、静岡地域会（中部部会）の鈴木武氏を推薦。

評議委員に㈱中日新聞社長室長渡辺亨氏、愛知県弁護士会伊藤陽
児氏の2名を推薦。
④東海学生卒業設計コンクール2015一次審査会（4/18） （吉川）
　9校から45名、計45作品の応募があり、入選者は10名。岐阜、三重、
静岡、からの応募が少ないので、積極的な参加を求める。
⑤東海支部 災害対策委員会連絡網（石田）
　2015年度東海支部災害支援ネットワークを報告。
⑥JIA国際交流助成金募集（久保田）
　2015年度JIA国際交流活動支部事業助成要綱及び「JIA国際交
流活動支援助成 申請/通知書」を紹介する。申請締切日：第1回目
2015年5月29日（金）、第2回目10月30日（金）
⑦支部大会特別委員会（谷村）※P15支部大会に向けて参照

（3）各地域会からの報告（各地域会長）※P23地域会だより参照
1.審議事項
①支部総会議案書について（久保田）
　審議の結果、一部語句等の訂正を条件に承認。2014年度東海支
部の公益事業比率は61％。
②総務委員会の提案を受けて、事務局家賃減額分について、支部と
　愛知の減額割合を（50％：50％）で審議、承認。
2.協議事項
①設立趣意書「子どもの建築学校委員会」およびJIA金沢大会「建
築と子供たち会議」（9/17） （関口）事後報告となるが審議事項とし、
東海支部委員会としての設立について審議の結果、承認。委員会名称：
子どもの建築学校委員会　委員会構成：委員長は鈴木賢一、委員は
柳澤力、久保田英之、高橋敏郎、西村和哉、高木耕一、上原徹也、
関口啓介の7名。
活動計画：※P12「子ども建築学校委員会」設立に寄せて参照 
3.その他
①アーキテクト協賛広告について（牧ヒデアキ）
　4～ 1月までは愛知地域会が、2月は静岡地域会（4社）が、3月は
岐阜地域会（2社）と三重地域会（2社）が担当となっている。各法人
協力会へは各地域会より内諾を得て建築ジャーナルの作業に移行。各
地域会での割り振りスケジュールなど、確認をお願いする。会報委員会
では広告集めの作業は原則行っていないため、各地域会などでのフォ
ローをお願いする。協賛会社名が決まったら、久保田幹事長と支部事
務局にメールで報告。
②2015年度理事会・理事懇談会開催日程（久保田）
　本部理事会の日程が不確定のため、支部日程で確定できないところ
は後日とする。
③委員会名簿作成について（久保田）
　各地域会は5月中に、支部委員会に派遣する委員名簿を久保田幹
事長に報告。

［監査意見］
　登録建築家制度が有名無実化して、味のないものにならなければと
思います。（山田）

東海支部役員会報告

尾林孝雄｜尾林建築構造設計事務所
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東海とっておきガイド　｜静岡編｜ 鈴木俊史（俊建築設計事務所）

　三嶋大社前の商店街に、昭和11（1936）年創業
の老舗和菓子店「兎月園」があります。日本の代表
的なさくら、染井吉野の先祖は、江戸彼岸と大島桜
であることが、三島市の国立遺伝学研究所の故竹
中要博士の研究で明らかになりました。染井吉野
の多くの実生にはいろいろな花が咲きますが、博
士はその中でもっとも美しい花をつけたものを「三
島ざくら」と名付けました。これに由来してつくら
れたお菓子です。黒糖・栗・しそ餡の3種類があり、
中に桜の塩漬けを入れた、カステラ饅頭風の焼き
菓子です。白（栗）、桃（黒糖）、灰（しそ）と、それ
ぞれが桜の花をあしらったかわいい小箱に入って
います。三島の銘菓として長年愛されつづけてい
ます。三島にお越しの折にはぜひご賞味ください。

銘菓「三島ざくら」

80

懐古堂ムラカミ屋：三島市大社町18-5 兎月園：三島市中央町3-40　TEL055-972-2366

　三島市の看板建築の紹介です。戦争で空襲にあわなかった三島には、このよ
うな「看板建築」がまだ多数残っています。関東大震災後、商店などに用いられ
た様式で、主に木造2階建ての店舗兼住宅建物のファサードを、震災の教訓とし
て耐火性のモルタルや銅板で仕上げて装飾をつけた建築です。平坦な壁面を看
板のように自由なデザインで装飾したので、「看板建築」と藤森照信氏によって
命名されたそうです。写真は、三嶋大社前の商店街にある「懐古堂ムラカミ屋」
大正15（1926）年に建てられたもので、国の登録有形文化財に指定されていま
す。最近、隣に新しい商業建築もできて賑わっていますが、同じく銅板で装飾さ
れた「渡辺漆器店」も斜め前にあり、その存在感は重みがあります。ほかにもモ
ルタルで装飾した看板建築が市街地のあちこちに点在しています。大正ロマン、
当時の棟梁や職人の思いを想像し技を感じる三島散策は、楽しいひとときです。

三島の看板建築

地域会だより

＜静岡＞
5/21	 静岡地域会定例役員会
5/22	 設備設計協会第3回定時総会懇親会に出席
5/26	 静岡県住宅振興協議会第１回理事会および通常総会に出席
5/28	 静岡県建築士事務所協会定時総会に出席
6/3	 静岡県建築士会定例総会に出席
6/17	 静岡地域会定例役員会（西部持出・拡大）
	 第1回プロフェッショナル講演会「松韻亭の建築を振り返って」
	 第1回建築ウォッチング「浜松市松韻亭」
7/7 ～ 8	 第2回建築ウォッチング（JIA静岡建築ツアー）
	 「世界遺産・富岡製糸場と上州の名建築をめぐる」
7/16	 静岡地域会定例役員会

＜愛知＞
5 / 8 	 愛知役員会・総会、講演会、懇親会
5 /21	 住宅研究会幹事会
5 /22	 JIA・愛知法人協力会総会
5 /25	 支部大会実行委員会第9回
6 / 2	 事業委員会
6 / 7	 東海住宅建築ツアー　そうだ三河、行こう
6 / 8	 全国住宅部会連絡会議

6 /10	 素材を訪ねる旅～もっと知りたい三州瓦～
6 /10	 愛知・会員委員会　JIA・愛知賛助会役員会
6 /10	 愛知・研修委員会
6 /15 	 支部大会実行委員会第10回
6 /16	 総務委員会
6 /16	 ブリテン委員会
6 /19	 役員会
6 /24	 「タカラスタンダード㈱名古屋工場」見学会　
6 /28	 ～素材を訪ねるさんぽ～「ふすま」

＜岐阜＞
6/5 	 岐阜地域会 第1回 役員会 18:00 ～ 20:00
	 場所：ハートスクエアG　小研修室2
7月予定	岐阜地域会 第2回 役員会 開催
	 場所：ハートスクエアG　小研修室

＜三重＞
5/9	 事業委員会
5/15	 第2回役員会、第1回例会
6/19	 第3回役員会、第2回例会、会員研修会1（三重県教育文化会館）
7/17	 第3回持出し例会、会員研修会2（キッチンハウスS/R）
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　Webでいいという意見もありますが、
「ARCHITECT」は紙媒体の雑誌であること
に、その価値があると思います。表紙は一足先
に新しくなっていますが、紙面の中身について
も近々リニューアルする予定ですので、楽しみ
にお待ちください。　　　　　　  （石田博英）
●語られている内容とはズレるが、街をぶらぶ
ら歩いて文化を感じる界隈になかなか出会わ
ない。「俺ってカッコイイだろ」とでも言うかの
ように、道に対していきなり建っている「ダン
ディズム建築」に、私は文化を感じない。引き込
まれることもない。銀座ウエスト青山ガーデン
が、緑の環境を取り込んだ喫茶空間をつくった
という記事を目にし、行ってみた。店の奥に緑
の庭が広がっているのではない。道沿いに、さ
して広くはない緑のガーデン、ウッドデッキテ
ラス席、その奥に喫茶空間。ウッドデッキで腰
を下ろすと、道行く人の姿は、見え隠れする。道
側にもくつろぎが生まれている。居酒屋の計画
で、店の中の様子が窺えるように、大小の開口
を設けたり、福祉系の施設で利用者が、居なが

●いろいろな情報がネットでとれる時代にあっ
て、紙媒体の雑誌はどうあるべきか。ブリテン
委員会では「ARCHITECT」のあり方について
議論を重ねています。インターネット全盛の今、
紙媒体を選択する理由を考えてみました。
　①紙に記録されている安心感がある：ネッ
トでは情報が溢れているため必要な情報が埋
もれがちです。紙に印刷された情報を所有し
ていることが安心感につながります。また何年
も前の資料を記録として見ることも出来ます。
　②バリアフリーである：デバイスを介さず
にだれでも情報に接近できます。起動して、サ
イトにアクセスするという操作が不要で、ペー
ジを開けばすぐに読むことが出来ます。
　③紙という実態がある：手にとって、触って、
書き込んで、付箋を貼ることが出来ます。実は
このことが、私が本や雑誌を好きな一番の理
由です。

編 集 後 記
らにして内から、まちの様子がわかるように設
計したりしても、ブラインドを下げられてしまう
ことが多い。地域社会と建築がかかわる策は、
日本的なあるいは、地域によって異なる解があ
るのか。ここは、日本型オープンカフェか…。

　　　　　　　　　　（笠嶋淑恵）

　当社は金属製の屋根材・壁材を製造・販
売、それらに関する工事の設計提案・施工管
理を行っています。昭和24（1949）年に山口
県で設立し、今年で67期を迎え、常に屋根業
界のトップを走り続けてきました。一言に屋根
といっても、素材や工法の違いによってさまざ
まな形状、特長の屋根が存在します。その建
物の用途にあった種類の「屋根」が選ばれ、
産業や人々の暮らしを守り、みなさんの住む
街の景観を創造しています。特に大型建造
物には不可欠な「長尺屋根」の分野におい
ては、製造過程の機械化や海外からの技術
導入など、先駆的な事業展開を行いながら
数多くの実績を残しています。
　私たちの業務は営業から施工管理まで幅
広く手掛けます。営業では施主、設計事務

所、建設会社（ゼネコン）に対して、成形加
工、施工管理などを総合的に提案し、受注活
動を行います。施工管理は施工現場での管
理一切を当社窓口として担当します。職人の
手配、工期の進行管理から、部材の発注、複
数の業社が同時に作業する現場での調整な
どプロジェクト全体をマネージメントする要職
です。

　屋根は雨や風などの厳しい自然条件から
人々の暮らしを守るだけでなく、その意匠（デ
ザイン）や、周囲の景観との調和をはかるうえ
でも、とても重要な役割を担っています。また
近年、屋根に対するニーズはこれまでにも増
して多様化しており、太陽光発電屋根や緑
化屋根に代表されるような「環境製品」、それ
から、人手不足や熟練工の高齢化に対応した
「施工性を高めた製品や工法」、これまでの
建築ストックを再生・維持する「改修・塗装製
品」が大きなキーワードとなっています。当社
では、長年培った技術を生かして、このような
時代のニーズにも積極的に対応していきたい
と思っています。

快適で環境に優しい屋根空間を

堀井邦彦｜三晃金属工業㈱ 岐阜営業所

法人協力会通信⑱

●三晃金属工業㈱岐阜営業所
〒500-8346　岐阜市清766-1 飛鳥93ビル1F
TEL 058-274-9031　FAX 058-274-9032

＜岐阜＞

谷汲小学校
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